
  

 

 

 

 

川崎重工は、国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）の令和 6 年度「介護 DX を利用した抜本的

現場改善事業」（以下、AMED 事業）に対して、デジタル技術を活用した「介護テクノロジーの定量的改善

および投資効果を提示する機能を有する介護 DX パッケージモデルの開発」の提案を行い、採択されました。 

 

日本の高齢化率は、世界に先駆け急速に上昇しており、介護需要の増加に伴う介護現場の人材不足が深刻な

社会問題となっています。このような介護業界を取り巻く厳しい状況を受けて、ロボット、ICT、IoT、AI 等を

活用した介護テクノロジーの開発および普及が課題解決の有効手段として注目されています。一方で、

介護施設では、これらのテクノロジーの投資効果や現場での具体的な活用イメージを十分に把握できていない

ケースが多く、有効性が正確に認知されていないことにより、導入率の伸びは限定的となっています。 

このような介護施設における課題を踏まえ、AMED 事業では、現場で使用される様々な機器やシステムなどの

テクノロジーを組み合わせて、介護施設が使いやすい型にパッケージモデル化を行うとともに、パッケージ

モデル導入による効果検証を実施することを目的としています。 

 

当社は、今回の AMED 事業の採択を受け、一般社団法人日本ノーリフト協会（以下、日本ノーリフト協会）

とともに、介護施設、介護機器メーカー、介護機器の貸与事業者が参画するコンソーシアムにて介護ＤＸ

パッケージモデルの検証を行います。 

具体的には、介護現場における「課題調査・分析」「課題抽出」「機器の選定・導入」「活用・定着の支援」

「改善効果・投資効果の明示」までの一貫した伴走支援を含んだ介護ＤＸパッケージモデルの有用性を、

全国各地の様々なタイプの介護施設で検証を実施します。 

「課題調査・分析」や「改善効果・投資効果の明示」のプロセスでは、当社が有するデジタル技術である

屋内位置情報サービス「mapxus Driven by Kawasaki™※1」を活用した介護行動計測※2により、効率的かつ

定量的に評価可能な手法を確立し、従来の属人化したコンサルティング手法のデジタル化に取り組みます。 

これらの新しい仕組みとコンソーシアムの連携を通じて、介護現場の課題に則した介護テクノロジーによる
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定量的な改善効果および投資効果の見える化により、納得感が伴った成功体験を介護現場の職員が得ることで、

既存機器の活用のみならず、新たな介護テクノロジーの導入・定着を促進します。また、職員が利用者への直

接的なケアに携わる時間を創出し、利用者と職員のコミュニケーションの時間が増加することで、利用者やそ

の家族の満足度や介護の質の向上につなげていきます。 

 

当社は、超高齢化社会の到来を見据え、2024 年 8 月に介護現場への機器やロボット導入を支援する

「介護業務支援サービス事業」に参入しました。今回の AMED 事業での採択を機会に、日本ノーリフト協会や

介護施設、機器メーカー等とのコンソーシアムで、全国各地の介護施設に展開可能なパッケージモデルを構築し、

2030 年度までに全国の数百施設への展開を目指します。さらには、介護テクノロジーの導入・活用・定着に

よる人と機器のワークシェアを実現し、介護施設の利用者だけではなく、その家族や職員なども含めた介護に

関わる全ての方々をケアするサステイナブルな社会の実現に貢献していきます。 

 

【本事業で検証する「介護DXパッケージモデル」フローのイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜AMED事業概要＞ 

１） 事業名：令和 6 年度「介護 DX を利用した抜本的現場改善事業」 

２） 採択された研究開発課題（計 2 件） 

① 「介護テクノロジーの定量的改善および投資効果を提示する機能を有する介護 DX パッケージ

モデルの開発 ―愛知県・福岡県・東京都・北海道―」 

② 「介護テクノロジーの定量的改善および投資効果を提示する機能を有する介護 DX パッケージ

モデルの開発 ―兵庫県・大分県・高知県・岡山県―」 

３）事業メンバー：川崎重工、日本ノーリフト協会、介護施設、介護機器メーカー、介護機器貸与事業者 

４）事業期間：①・②ともに 2025 年 8 月～2026 年 3 月予定 

５）検証を行う施設種類： 

特別養護老人ホーム、介護付き有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅、介護老人保健施設 



 

※1  川崎重工が提供する Wi-Fi 電波環境を活用した「屋内」での位置情報と GPS などで取得する「屋外」の

位置情報と地図情報を併せて屋内外空間でシームレスな位置情報を提供するサービス 

https://www.khi.co.jp/groupvision2030/mapxus.html 

 

※2 「介護現場への機器やロボット導入を支援する介護業務支援サービス事業に参入」（2024 年 8 月 7 日） 

https://www.khi.co.jp/pressrelease/detail/20240807_1.html 

 

※３ 厚生労働省「第 9 期介護保険事業計画に基づく介護人材の必要数について」 
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